
は
じ
め
に

わ
が
国
の
透
析
治
療
を
必
要
と
す
る

慢
性
腎
不
全
患
者
の
数
は
、
２
０
１
０

年
末
で
別
万
人
を
超
え
た
。
私
が
医
学

部
を
卒
業
し
た
１
９
８
３
年
に
は
約
５

万
人
だ
っ
た
の
で
、
そ
の
６
倍
以
上
に

増
え
た
こ
と
に
な
る
。

こ
の
透
析
患
者
の
増
加
は
、
腎
不
全

医
療
の
普
及
と
発
展
、
そ
れ
を
支
え
て

き
た
制
度
や
社
会
基
盤
の
充
実
を
反
映

す
る
も
の
で
あ
り
、
決
し
て
否
定
的
に

と
ら
え
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。
し
か
し
、
そ
の
基
礎
疾
患
と
な
る

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
の
増
加
に
つ

い
て
も
深
刻
に
受
け
と
め
る
必
要
が
あ

る。全
世
界
の
透
析
患
者
の
、
な
ん
と

別
％
が
、
本
人
で
あ
る
と
い
う
事
実

は
、
今
ま
で
の
本
邦
の
腎
不
全
医
療
が

如
何
に
経
済
的
あ
る
い
は
社
会
基
盤
的

に
見
て
恵
ま
れ
た
環
境
に
あ
っ
た
か
と

い
う
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
恵

ま
れ
た
環
境
が
今
後
も
続
く
保
証
は
ど

こ
に
も
無
く
、
透
析
医
療
を
取
り
巻
く

取
息
哩
瓶
②
現
状
と
展
望

新
潟
大
学
医
歯
学
総
合
研
究
科
生
体
機
能
調
節
医
学
専
攻

慢
性
腎
臓
病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）
が
注
目
さ
れ

る
理
由

透
析
療
法
や
腎
移
植
が
必
要
な
末
期

腎
不
全
患
者
数
の
増
加
は
、
日
本
だ
け

で
な
く
世
界
的
な
傾
向
で
あ
る
。
し
か

も
、
そ
の
原
疾
患
と
な
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、

希
な
疾
患
で
は
な
く
、
高
血
圧
や
糖
尿

病
な
ど
と
同
様
の
あ
り
ふ
れ
た
病
気
で

あ
る
こ
と
が
分
か
っ
て
き
た
。

２
０
０
２
年
米
国
腎
臓
学
会
は
、
Ｃ

Ｋ
Ｄ
が
全
人
口
の
加
・
９
％
、
腎
機
能

の
指
標
で
あ
る
糸
球
体
滴
過
率
（
Ｇ
Ｆ

Ｒ
）
が
帥
皿
／
、
／
１
．
門
㎡
以
下
の

人
が
４
．
６
％
存
在
す
る
こ
と
、
こ
れ

を
も
と
に
Ｅ
Ｓ
Ｒ
Ｄ
（
末
期
腎
不
全
）

患
者
数
を
推
計
す
る
と
、
そ
の
数
は
２

０
０
０
年
か
ら
川
年
後
の
２
０
１
０
年

環
境
は
、
社
会
保
障
面
で
も
人
的
な
医

療
資
源
面
に
お
い
て
も
、
す
で
に
悪
化

し
つ
つ
あ
る
と
い
う
見
方
も
あ
る
。

本
稿
で
は
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
の
概
念
の
意
義

と
定
義
、
新
潟
県
の
慢
性
腎
臓
病
の
現

状
と
対
策
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

Ｐ

内
部
環
境
医
学
教
授
成
田
一
衛

に
は
訂
万
人
か
ら
髄
万
人
に
増
加
す
る

こ
と
を
発
表
し
た
。
ま
た
、
腎
不
全
医

療
に
関
わ
る
直
接
医
療
費
も
日
本
円
換

算
で
２
兆
円
か
ら
３
兆
円
に
膨
れ
上
が

る
こ
と
も
明
ら
か
と
な
り
、
全
国
的
な

対
策
を
繰
り
広
げ
て
こ
の
よ
う
な
状
況

を
改
善
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
い

う
認
識
が
一
気
に
拡
が
っ
た
。
米
国
の

み
で
な
く
国
際
腎
臓
学
会
（
Ｉ
Ｓ
Ｎ
）

や
【
ロ
胃
の
○
（
云
己
ロ
の
『
ロ
厨
①
塾
の
①

目
日
胃
○
く
旨
ｍ
Ｑ
ｏ
宮
一
○
胃
８
日
巴
な
ど

の
複
数
の
国
際
組
織
が
本
格
的
な
Ｃ
Ｋ

Ｄ
対
策
を
取
り
始
め
た
。

一
方
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
末
期
腎
不
全
の
原

換
患
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
心
血
管

聯
故
や
死
亡
あ
る
い
は
入
院
の
リ
ス
ク

フ
ァ
ク
タ
ー
と
し
て
も
重
要
で
あ
る
こ

と
が
、
多
く
の
大
規
模
疫
学
研
究
に
よ

り
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
そ
の

数
の
膨
大
さ
と
と
も
に
、
腎
臓
病
以
外

の
、
特
に
心
血
管
障
害
の
危
険
因
子
と

し
て
、
国
民
の
健
康
を
脅
か
す
重
要
な

病
態
と
し
て
位
置
づ
け
る
べ
き
で
あ
る

と
い
う
認
識
が
拡
が
っ
た
。

Ｐ
Ｌ

新
潟
県
に
お
け
る
現
状

私
共
は
新
潟
県
に
お
け
る
検
診
デ
ー

タ
を
基
に
、
県
内
の
一
般
人
口
に
お
け

る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
ス
テ
ー
ジ
の
頻
度
を
推
定
し

た
。
表
１
に
そ
の
結
果
を
示
す
。
米
図

で
の
調
査
三
函
シ
ｚ
両
辺
と
比
較
す
る

と
、
ス
テ
ー
ジ
３
以
上
の
Ｃ
Ｋ
Ｄ
頻
度

が
高
い
が
、
お
そ
ら
く
高
齢
者
の
割
合

の
相
違
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

実
際
、
米
国
で
も
約
賜
年
前
は
４
．

５
％
で
あ
っ
た
が
、
５
年
前
で
は
８
．

１
％
と
急
速
に
増
加
し
た
。
新
潟
県
で

は
、
１
９
９
７
年
か
ら
２
０
０
７
年
に

か
け
て
の
皿
年
間
で
９
．
１
％
か
ら
皿
．

８
％
に
増
加
し
た
。

表
２
は
同
調
査
に
お
い
て
、
１
９
９

て
推
算
式
に
よ
る
Ｇ
Ｆ
Ｒ
測
定
調
査
を

行
い
、
Ｒ
本
国
内
に
は
Ｇ
Ｆ
Ｒ
帥
皿

／
、
／
１
．
沼
㎡
以
下
の
人
が
２
，
１

３
７
万
人
、
Ｇ
Ｆ
Ｒ
別
刷
／
、
／
１
．

沼
㎡
以
下
は
４
８
０
万
人
存
在
す
る

と
発
表
し
た
（
２
０
０
５
年
６
月
型
日

朝
日
新
聞
ほ
か
）
。

以
上
の
よ
う
な
経
緯
の
中
で
．
Ｒ
本

で
も
平
成
陥
年
ｕ
月
、
日
本
腎
臓
学
会

（
当
時
、
下
条
文
武
理
事
長
）
に
お
い
て

慢
性
腎
臓
病
対
策
小
委
員
会
が
設
置
さ

れ
、
日
本
透
析
医
学
会
、
日
本
高
血
圧

学
会
、
日
本
糖
尿
病
学
会
な
ど
と
協
力

し
て
、
日
本
に
お
け
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
数

の
把
握
と
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
提
言
を
行
っ

て
き
た
。

２
０
０
５
年
度
に
約
盟
万
人
に
対
し
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７
年
Ｃ
Ｋ
Ｄ
で
は
な
か
っ
た
人
が
２
０

０
７
年
ス
テ
ー
ジ
３
以
上
に
な
っ
た
場

合
の
リ
ス
ク
因
子
を
解
析
し
た
も
の
で

あ
る
。
多
く
の
危
険
因
子
の
関
与
が
示

さ
れ
て
い
る
が
、
特
に
高
血
圧
、
商
脂

血
症
、
肥
満
、
糖
尿
病
な
ど
の
生
活
智

慣
病
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
た
Ｃ
Ｋ
Ｄ

発
症
の
危
険
因
子
と
な
る
こ
と
が
、
こ

の
調
査
か
ら
も
確
認
さ
れ
た
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策

Ｃ
Ｋ
Ｄ
に
対
す
る
集
学
的
対
策
を
側

１
に
示
す
。
Ｃ
Ｋ
Ｄ
リ
ス
ク
の
認
識
お

よ
び
リ
ス
ク
因
子
の
軽
減
、
早
期
発
見

に
つ
い
て
は
腎
臓
専
門
医
で
は
な
く
、

か
か
り
つ
け
医
や
検
診
関
係
者
を
含
む

表1．慢性腎巽病(CKD)の頻度

唖
239,459

９０．９
９．０
０．１

249,076

８９.ア
ユ0.2
０．１

ﾖｭ5β“ョ

８８．２
１１．５
０.ヨ

15,488
９５ｓ％
４．３
０．２

13,2ﾖｮ
９１．９
７．７
０．４
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紺

俺学図涌

社
会
全
体
で
の
取
り
組
み
か
重
要
と
な

る
。
そ
の
中
で
、
腎
臓
専
門
医
は
地
域

社
会
に
対
す
る
啓
発
活
動
を
進
め
る
役

割
を
担
う
。
一
方
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
と
い
う
言

葉
で
、
多
様
な
腎
疾
患
を
一
括
り
に
し

て
し
ま
う
こ
と
の
功
罪
に
つ
い
て
は
、

慎
重
に
な
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
特

に
、
疾
患
特
異
的
な
治
療
の
機
会
を
逃

す
こ
と
が
無
い
よ
う
に
、
適
切
な
時
期

に
腎
臓
専
門
医
に
お
け
る
精
査
（
腎
生

検
な
ど
）
を
行
う
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
患
者
に
対
す
る
治
療
は
、
各

ス
テ
ー
ジ
（
腎
機
能
）
に
応
じ
た
集
学

的
治
療
が
必
要
に
な
る
（
図
１
）
。
そ
れ

ら
は
あ
る
程
度
、
原
疾
患
に
か
か
わ
ら

ず
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ス
テ
ー
ジ
毎
に
共
通

表２慢性腎裳病(CKD)でない人
険因子

がその後10年閲に.覇たにCKDを発症する危
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の
も
の
か
多
い
窒
特
に
Ｃ
Ｋ
Ｄ
ス
テ
…

ジ
３
以
前
に
お
い
て
は
、
か
か
り
つ
け

医
と
腎
臓
専
門
医
と
の
連
携
を
中
心
と

し
て
、
栄
養
士
や
保
健
師
に
よ
る
食
事
、

生
活
習
慣
指
導
が
進
行
抑
制
に
重
要
で

あ
る
。
ま
た
Ｃ
Ｖ
Ｄ
（
心
血
管
疾
患
）

に
対
す
る
予
防
・
対
策
は
、
腎
臓
専
門

医
の
み
で
は
困
難
な
病
態
も
多
く
、
臓

器
連
関
も
視
野
に
入
れ
た
多
臓
器
、
多

分
野
と
の
診
療
お
よ
び
研
究
面
で
も
連

携
が
必
要
で
あ
り
、
有
効
で
あ
る
。

Ｃ
Ｋ
Ｄ
は
、
国
民
の
健
康
に
大
き
な

影
響
の
あ
る
６
疾
患
（
糖
尿
病
、
自
殺

と
う
っ
、
が
ん
、
エ
イ
ズ
、
感
覚
器
、

腎
臓
病
）
の
一
つ
と
し
て
、
厚
生
労
働

省
科
学
研
究
戦
略
研
究
の
対
象
疾
患
に

治癒
生遜再演文事描邸 改碍厚 膜 風 遡 配 ｙ Ｉ 血 鶴 田

ｒョ、
醒貫賢迎

#更哩璽聾

シ ス 対 薫 国 麗 射 . 蓮 対 策
耐の鯉踊
唾

､とごノン
ESRD(末期蒋不全)とCVD(心血警疾患)の発症､繊属顕l卜

お
わ
り
に

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
２
０
１
２

年
６
月
、
Ｃ
Ｋ
Ｄ
診
療
ガ
イ
ド
が
改
訂

さ
れ
、
ま
も
な
く
公
表
さ
れ
る
。
基
本

的
に
は
大
き
な
変
更
は
無
い
が
、
Ｃ
Ｋ

Ｄ
の
分
類
に
蛋
白
尿
（
ア
ル
ブ
ミ
ン
尿

の
程
度
）
と
原
疾
患
の
記
載
が
加
わ
る

な
ど
、
前
回
（
２
０
０
９
年
）
の
診
療

ガ
イ
ド
を
臨
床
的
に
評
価
し
た
結
果

が
、
適
切
に
反
映
さ
れ
て
い
る
と
考
え

て
い
る
。
こ
の
新
た
な
診
療
ガ
イ
ド
の

普
及
は
今
後
の
課
題
で
あ
る
が
、
そ
れ

が
さ
ら
な
る
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
の
進
展
に
寄

与
す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

指
定
さ
れ
て
い
る
。
新
潟
県
を
含
む
全

国
脂
ヶ
所
で
、
平
成
別
年
度
か
ら
、
〃
非

腎
臓
専
門
医
と
腎
臓
専
門
医
の
協
力
を

促
進
す
る
慢
性
腎
臓
病
患
者
の
重
症
化

予
防
の
為
の
診
療
シ
ス
テ
ム
の
有
用
性

の
検
討
〃
と
い
う
前
向
き
研
究
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
る
。
こ
の
戦
略
研
究
を

は
じ
め
と
し
た
取
り
組
み
が
実
を
結

び
、
有
効
な
Ｃ
Ｋ
Ｄ
対
策
が
実
現
す
る

こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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